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八
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日
韓
外
相
会
談
後
の
日
韓
外
相
共
同
記
者
発
表
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
一
月
十
四
日
、
衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
提
出
の
「
日
韓
外
相
会
談
後
の
日
韓
外
相
共
同
記
者
発
表
に
関
す
る
質

問
主
意
書
」
の
政
府
答
弁
、
特
に
、
二
、
三
、
四
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
、
約
千
八
百
五
十
字
に
わ
た
る
詳
細
な
質
問
に
も

関
わ
ら
ず
、
二
及
び
三
に
つ
い
て
は
、
「
発
表
し
た
と
お
り
で
あ
る
」
、
四
に
つ
い
て
は
、
「
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
な
ど
と
、
今
後
の
日
韓
関
係
を
真
剣
に
懸
念
し
た
質
問
に
対
し
て
、
と
て
も
真
摯
な
答
弁
と
は

言
え
な
い
。

日
韓
間
の
い
わ
ゆ
る
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
の
日
韓
請
求
権
協
定
に
す
で
に
「
完
全
か
つ
最
終
的
に
解

決
」
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
「
慰
安
婦
問
題
」
は
こ
れ
ま
で
、
幾
度
と
な
く
日
韓
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
問
題
と

し
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

今
般
の
質
問
主
意
書
、
一
の
答
弁
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
韓
国
政
府
の
明
確
か
つ
十
分
な
当
該
合
意
に
対
す
る
確
約
を

得
た
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
日
韓
間
の
取
り
決
め
も
す
べ
て
、
確
約
を
得
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
何
度
も
「
可
逆
的
」
な
対
立
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

だ
か
ら
こ
そ
今
後
の
日
韓
関
係
に
お
け
る
日
本
の
国
益
を
確
保
す
る
う
え
で
、
言
葉
の
定
義
や
双
方
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な

一



ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。
真
摯
な
、
誠
意
の
あ
る
答
弁
を
再
度
求
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

二
〇
一
六
年
一
月
十
四
日
、
衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
提
出
の
質
問
主
意
書
、
二
に
つ
い
て

以
下
、
質
問
主
意
書
該
当
部
分

（
二

日
韓
両
国
間
の
「
慰
安
婦
問
題
」
の
定
義
に
つ
い
て

日
韓
外
相
共
同
記
者
発
表
で
は
、
岸
田
外
相
と
韓
国
・
尹
炳
世
外
相
の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
言
い
回
し
が
異
な
っ

て
い
た
。
岸
田
外
相
は
、
慰
安
婦
問
題
の
こ
と
を
「
慰
安
婦
問
題
は
、
当
時
の
軍
の
関
与
の
下
に
、
多
数
の
女
性
の
名

誉
と
尊
厳
を
深
く
傷
つ
け
た
問
題
」
と
表
現
し
て
い
る
。
韓
国
・
尹
炳
世
外
相
は
、
「
日
本
軍
慰
安
婦
被
害
者
問
題
」

と
表
現
し
て
い
る
。
日
本
政
府
の
見
解
と
し
て
、
岸
田
外
相
が
述
べ
た
「
慰
安
婦
問
題
」
と
は
、
韓
国
・
尹
炳
世
外
相

が
表
現
し
た
「
日
本
軍
慰
安
婦
被
害
者
問
題
」
と
同
じ
問
題
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
差
し
支
え
な
い
の
か
。
）

こ
の
質
問
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
「
共
同
記
者
発
表
の
場
で
発
表
し
た
と
お
り
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本

政
府
の
考
え
る
「
慰
安
婦
問
題
」
と
、
韓
国
政
府
の
考
え
る
「
日
本
軍
慰
安
婦
被
害
者
問
題
」
は
、
言
葉
の
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
一
の
問
題
を
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
か
。
説
明
を
加
え
た
、
誠
意
の
あ
る
回
答
を
求
め
る
。
な
ぜ
、
日

本
政
府
の
「
慰
安
婦
問
題
」
と
韓
国
政
府
の
「
日
本
軍
慰
安
婦
被
害
者
問
題
」
と
で
言
葉
が
異
な
る
の
か
。

二



二

二
〇
一
六
年
一
月
十
四
日
、
衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
提
出
の
質
問
主
意
書
、
三
に
つ
い
て

以
下
、
質
問
主
意
書
該
当
部
分

（
三

日
韓
両
国
間
に
お
け
る
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ

日
韓
外
相
共
同
記
者
発
表
で
は
、
韓
国
・
尹
炳
世
外
相
が
、
「
今
回
の
発
表
に
よ
り
、
日
本
政
府
と
共
に
、
こ
の
問

題
が
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
述
べ
た
。
一
方
、
安
倍
首
相
は
二
十
八
日
夜
、
記

者
団
に
対
し
て
、
「
私
た
ち
の
子
や
孫
、
そ
の
先
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
謝
罪
し
続
け
る
宿
命
を
背
負
わ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
の
決
意
を
実
行
に
移
す
た
め
の
合
意
だ
。
こ
の
問
題
を
次
の
世
代
に
決
し
て
引
き
ず
ら
せ
て
は
い

け
な
い
。
最
終
的
、
不
可
逆
的
な
解
決
を
七
十
年
目
の
節
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
た
。
日
本
側
の
認
識
と

し
て
、
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
と
は
、
日
本
で
は
、
「
も
う
蒸
し
返
さ
な
い
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
理
解
さ

れ
て
い
る
が
、
韓
国
内
で
は
、
十
二
月
二
十
九
日
に
は
韓
国
・
東
亜
日
報
が
、
「
こ
れ
か
ら
こ
の
合
意
の
『
最
終
的
、

不
可
逆
的
』
の
精
神
が
守
ら
れ
る
か
は
日
本
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
に
懸
っ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
の
河
野
談
話

直
後
に
韓
国
政
府
は
、
「
こ
れ
以
上
慰
安
婦
問
題
を
韓
日
外
交
懸
案
で
申
し
立
て
な
い
」
と
言
及
し
た
が
、
日
本
が
独

島
、
教
科
書
、
靖
国
神
社
で
歴
史
問
題
の
挑
発
を
続
け
た
た
め
、
約
束
は
変
更
さ
れ
た
。
」
と
報
道
し
、
十
二
月
三
十

三



日
に
は
、
韓
国
・
中
央
日
報
が
「
『
不
可
逆
的
』
と
い
う
表
現
を
入
れ
る
問
題
は
交
渉
中
に
韓
国
側
が
先
に
提
起
し
た

も
の
だ
と
い
う
。
日
本
の
政
治
家
が
旧
日
本
軍
の
慰
安
婦
強
制
動
員
を
初
め
て
認
め
た
河
野
談
話
な
ど
を
否
定
す
る
発

言
を
繰
り
返
す
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
『
も
う
こ
れ
以
上
は
言
葉
を
変
え
る
な
』
と
い
う
趣
旨
で
強
調
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。
」
と
報
道
し
て
い
る
。

（
一
）

「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
の
発
言
に
あ
る
よ
う
な
「
こ
の
問
題
を
次
の
世

代
に
決
し
て
引
き
ず
ら
せ
な
い
」
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
蒸
し
返
さ
な
い
」
と
い
う
意

味
の
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
な
合
意
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

（
二
）

韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
の
意
味
は
、
日
本
の
政
治
家
が

旧
日
本
軍
の
慰
安
婦
強
制
動
員
を
初
め
て
認
め
た
河
野
談
話
な
ど
を
否
定
す
る
発
言
を
繰
り
返
す
こ
と
を
念
頭

に
置
い
た
、
「
も
う
こ
れ
以
上
は
言
葉
を
変
え
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
理
解
し
て
も
良
い
の
か
。
）

①

こ
の
質
問
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
、
「
共
同
記
者
発
表
の
場
で
発
表
し
た
と
お
り
で
あ
る
」
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

（
一
）
、
（
二
）
に
つ
い
て
、
共
同
記
者
発
表
の
ど
の
一
文
が
回
答
に
該
当
す
る
の
か
、
指
し
示
す
こ
と
を
求
め
る
。
も

し
く
は
、
各
設
問
に
対
し
、
説
明
を
加
え
た
誠
意
の
あ
る
答
弁
を
求
め
る
。

四



②

国
民
や
後
世
の
政
治
家
が
、
今
回
の
こ
の
合
意
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
日
本
史

の
中
で
、
日
韓
を
巡
る
歴
史
問
題
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
二
度
と
同
じ
道
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
政
府
は
し
っ
か
り
と
今
回
の
合
意
内
容
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
側
の
未
来
に
渡
る
政
治

家
が
「
河
野
談
話
な
ど
を
否
定
す
る
発
言
を
す
る
」
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
最
終
的
、
不
可
逆
的
な
精
神
が
守
ら
れ
な

か
っ
た
と
韓
国
側
が
判
断
し
、
日
韓
合
意
は
破
棄
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。

③

今
般
の
日
韓
外
相
会
談
に
よ
る
日
韓
合
意
後
も
、
竹
島
に
関
す
る
日
本
政
府
の
見
解
、
「
竹
島
は
、
歴
史
的
事
実
に
照

ら
し
て
も
、
か
つ
国
際
法
上
も
明
ら
か
に
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
韓
国
に
よ
る
竹
島
の
占
拠
は
、
国
際
法
上
何
ら
根
拠

が
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
い
る
不
法
占
拠
で
あ
り
、
韓
国
が
こ
の
よ
う
な
不
法
占
拠
に
基
づ
い
て
竹
島
に
対
し
て
行
う
い
か

な
る
措
置
も
法
的
な
正
当
性
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
立
場
に
変
更
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い

か
。

三

二
〇
一
六
年
一
月
十
四
日
、
衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
提
出
の
質
問
主
意
書
、
四
に
つ
い
て

以
下
、
質
問
主
意
書
該
当
部
分

（
四

日
韓
外
相
共
同
記
者
発
表
の
内
容
に
つ
い
て

五



（
一
）

岸
田
外
務
大
臣
は
共
同
記
者
発
表
、
日
本
側
発
言
③
の
部
分
で
「
日
本
政
府
は
上
記
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
上
記
②
の
措
置
を
着
実
に
実
施
す
る
と
の
前
提
で
、
今
回
の
発
表
に
よ
り
、
こ
の
問
題
が
最
終
的
か
つ
不

可
逆
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
政
府
は
、
韓
国
政
府
と
共
に
、
今
後
、
国
連
等

国
際
社
会
に
お
い
て
、
本
問
題
に
つ
い
て
互
い
に
非
難
・
批
判
す
る
こ
と
は
控
え
る
。
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り

「
日
本
政
府
の
予
算
に
よ
り
、
全
て
の
元
慰
安
婦
の
方
々
の
心
の
傷
を
癒
や
す
措
置
」
を
実
施
す
れ
ば
最
終
的

か
つ
不
可
逆
的
に
解
決
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
韓
国
・
尹
炳
世
外
相
は
、
韓
国
側
発
言
②
に
お
い
て
、

在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
に
つ
い
て
、
「
韓
国
政
府
と
し
て
も
、
可
能
な
対
応
方
向
に
つ
い
て
関
連
団

体
と
の
協
議
を
行
う
等
を
通
じ
て
、
適
切
に
解
決
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
韓
国
側
の

発
言
②
の
部
分
が
履
行
さ
れ
な
く
て
も
、
日
本
政
府
は
、
岸
田
外
相
の
日
本
側
発
言
②
の
実
施
を
も
っ
て
「
最

終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
な
解
決
と
し
て
、
今
後
、
国
連
等
国
際
社
会
に
お
い
て
、
本
問
題
に
つ
い
て
韓
国
を
非

難
・
批
判
す
る
こ
と
を
控
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
韓
国
側
発
言
②
が
履
行
さ
れ
る
ま
で
は
最
終
的
か
つ
不
可
逆

的
な
解
決
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。

（
二
）

韓
国
・
尹
炳
世
外
相
は
、
発
言
②
の
部
分
で
、
在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
に
つ
い
て
、
「
韓
国
政
府

六



と
し
て
も
、
可
能
な
対
応
方
向
に
つ
い
て
関
連
団
体
と
の
協
議
を
行
う
等
を
通
じ
て
、
適
切
に
解
決
さ
れ
る
よ

う
努
力
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
可
能
な
対
応
方
向
」
や
「
適
切
に
解
決
」
と
は
、
様
々
な
解
釈
の
余
地
が

あ
る
が
、
韓
国
政
府
が
、
関
連
団
体
と
の
協
議
を
行
う
等
を
通
じ
て
、
「
在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
を

撤
去
し
な
い
」
と
い
う
「
可
能
な
対
応
方
向
」
で
「
適
切
に
解
決
」
し
た
場
合
、
日
本
政
府
と
し
て
も
「
在
韓

国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
を
撤
去
し
な
い
」
こ
と
を
「
適
切
な
解
決
」
と
認
め
る
の
か
。
）

こ
の
質
問
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
、
「
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
で
あ
っ
た
。

①

上
記
、
質
問
の
ど
の
箇
所
が
「
仮
定
」
の
質
問
で
あ
る
の
か
。
二
や
三
、
四
な
ど
と
、
ま
と
め
て
回
答
せ
ず
、
設
問
番

号
、
枝
番
号
、
何
行
目
等
、
具
体
的
な
個
所
を
指
し
示
し
て
、
「
こ
の
部
分
が
仮
定
で
あ
る
か
ら
お
答
え
を
差
し
控
え
た

い
」
と
具
体
的
で
誠
意
の
あ
る
回
答
を
求
め
る
。
ま
た
は
、
同
じ
質
問
に
対
し
て
、
説
明
を
加
え
た
誠
意
の
あ
る
回
答
を

再
度
求
め
る
。

②

本
問
は
「
解
釈
」
に
つ
い
て
問
う
質
問
主
意
書
で
あ
る
。
質
問
主
意
書
の
答
弁
で
、
「
記
者
発
表
の
と
お
り
」
や
「
仮

定
の
話
に
は
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
日
韓
外
相
会
談
後
の
日
韓
外
相
共
同
記
者
会
見
の
発
表

に
は
、
「
解
釈
」
の
余
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
説
明
を
加
え
た
、
誠
意
の
あ
る
回
答
を
求
め
る
。七



③

上
記
、
韓
国
側
の
発
言
②
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
韓
国
が
履
行
す
る
確
約
を
得
た
」
と
の
政
府
の
認
識
は
十
分
理
解
で

き
る
。
文
書
上
の
解
釈
に
お
い
て
、
こ
の
韓
国
側
の
発
言
②
の
部
分
が
履
行
さ
れ
る
か
、
さ
れ
な
い
か
に
関
係
な
く
、
日

本
政
府
は
、
岸
田
外
相
の
日
本
側
発
言
②
の
実
施
を
も
っ
て
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
な
解
決
と
し
て
、
今
後
、
国
連

等
国
際
社
会
に
お
い
て
、
本
問
題
に
つ
い
て
韓
国
を
非
難
・
批
判
す
る
こ
と
を
控
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
韓
国
側
発
言
②

が
、
日
本
政
府
が
期
待
す
る
よ
う
に
履
行
さ
れ
る
ま
で
は
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
な
解
決
と
は
認
め
な
い
の
か
。
説
明
を

加
え
た
誠
意
の
あ
る
回
答
を
求
め
る
。

④

「
在
韓
国
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
」
を
撤
去
す
る
か
、
し
な
い
か
に
関
係
な
く
、
日
本
政
府
は
、
岸
田
外
相
の
日
本

側
発
言
②
の
実
施
を
も
っ
て
「
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
」
な
解
決
と
し
て
、
今
後
、
国
連
等
国
際
社
会
に
お
い
て
、
本
問

題
に
つ
い
て
韓
国
を
非
難
・
批
判
す
る
こ
と
を
控
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
日
本
政
府
が
期
待
す
る
よ
う
に
「
在
韓
国
日
本

大
使
館
前
の
少
女
像
」
が
撤
去
さ
れ
る
ま
で
は
最
終
的
か
つ
不
可
逆
的
な
解
決
と
は
認
め
な
い
の
か
。

⑤

日
本
政
府
は
、
韓
国
側
の
発
言
②
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
全
く
想
定
し
て
い
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

八


